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第２次枚方市環境基本計画の環境指標の達成状況

平成23年度 令和2年度 結果

環境出前講座の参加件
数

34件 11件 50件 ×
環境政策室
（環境保全担当）

東部清掃工場施設見学
者数

4,159人 0人 4,300人 × 施設管理室
（東部清掃工場担当）

学校園における環境保
全の取り組み件数

203件 351件 355件 △
環境政策室
（環境保全担当）

ISO14001等を認証取得
している市内の企業数

74事業所 64事業所 80事業所 ×
環境政策室
（環境保全担当）

枚方市地球温暖化対策
協議会の事業として活
動した企業数

672事業所 490事業所 800事業所 ×
環境政策室
（環境保全担当）

環境保全活動に取り組
んでいる市民団体数

40団体 62団体 60団体 〇
環境政策室
（環境保全担当）

評　　価
担当課

すべての主体
が環境保全活
動に参加する
まち

環境教育・環
境学習の推進

環境保全活動
の推進

実　　績 目 標
（令和2年度）

めざすべき
方向性

平成26年度以降、毎年度、40件以上の出前講座の参加があり、目標を達
成した年度もあったが、令和2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、出前講座の開催が少なく、目標達成には至らなかった。

これまで見学者数は目標を達成した年度もあったが、小学4年生の児童数
とともに見学者数も減少傾向にあり、目標達成には至らなかった。な
お、令和2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、見学会を
開催することができなかった。

学校園における環境保全の取り組みは、毎年度、各学校園において、S-
EMSの取り組みとして確実に実施されているが、わずかに目標を達成する
ことができなかった。

目標未達成の理由等

認証取得している市内の企業数は、本社機能の移転や、子会社の自主宣
言への切り替えなどにより平成23年度から徐々に減少しており、目標達
成には至らなかった。

これまで活動企業数は目標を達成した年度もあり、平成30年度にピーク
となったが、令和元年度から2年度にかけては、新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、活動ができなかった時期があり、目標達成には至ら
なかった。

基本目標 基本施策 環境指標
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平成23年度 令和2年度 結果

評　　価
担当課

実　　績 目 標
（令和2年度）

めざすべき
方向性 目標未達成の理由等

基本目標 基本施策 環境指標

市民１人当たりの市内
の二酸化炭素排出量

6.5t-CO2 5.8t-CO2 5.8t-CO2 〇
環境政策室
（環境保全担当）

公共建築物における太
陽光発電量

400kW 1,157kW 1,179kW △
環境政策室
（環境保全担当）

里山ボランティア育成
講座修了者数（累計）

199人 358人 360人 △ 農業振興課

里山保全活動団体の活
動日数（累計）

1,175日 3,584日 3,500日 〇 農業振興課

自然保護啓発イベント
参加者数（累計）

811人 2,987人 3,500人 ×
環境政策室
（環境保全担当）

観察会等に参加し、自
然環境を大切にしよう
と感じた人の割合

77.2%
（平成27年度）

92.80% 90% 〇
環境政策室
（環境保全担当）

緑地面積
1,521ha
（平成27年度）

1,536ha 1,521ha 〇 みち・みどり室

まちなかの緑被率 29.7％
（平成27年度）

29.7% 29.7% 〇 みち・みどり室

街路樹延長（市道の
み）

33.2km 34.5km 36.7km △ 道路河川整備課

自然環境の保全

豊かな自然が
保全され、人
と自然とが共
生するまち

地球環境への
負荷が少ない
まち

地球温暖化対
策の推進 これまで、「枚方市地球温暖化対策実行計画」に基づき、原則として新

設する公共施設には、太陽光発電システムを設置してきたが、施設の状
況で小規模の発電設備にとどまったケースがあることや、既存施設での
設置が進まなかったこともあり、目標達成には至らなかった。

これまで、育成講座修了者数は、目標達成に向けて順調に増加していた
が、令和2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、講座の募
集人員を減らしたため、わずかに目標を達成することができなかった。

これまで参加者数は、順調に増加していたものの、目標達成には至らな
かった。なお、令和2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、観察会等の中止や内容、時期の変更を行ったことにより、例年と比
べ、参加者数が減少した。

平成23年度と比較して、街路樹は延長されているものの、住宅や商業施
設の乗り入れによって一部、街路樹が削られることがあり、目標達成に
は至らなかった。
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平成23年度 令和2年度 結果

評　　価
担当課

実　　績 目 標
（令和2年度）

めざすべき
方向性 目標未達成の理由等

基本目標 基本施策 環境指標

学校給食での地元産農
作物の使用率

18.6% 33.3% 30.0% 〇 おいしい給食課

エコ農産物認証申請栽
培面積

4,622a 5,511a 7,100a × 農業振興課

農業ふれあい体験者数 8,060人 0人 5,800人 × 農業振興課

食農体験学習実施校数 15校 0校 21校 × 農業振興課

建築協定の地区数 36地区 37地区 41地区 △ 住宅まちづくり課

景観アドバイザーより
助言を受けた件数（累
計）

4件
（平成27年度）

26件 54件 × 住宅まちづくり課

継続して環境美化活動
を行う市民団体数

210団体
（平成27年度）

261団体 250団体 〇

みち・みどり室
環境政策室
（環境保全担当）
道路河川管理課

歴史関連イベント参加
者数（累計）

7,258人 17,397人 18,000人 △ 文化財課

修景補助を受けた建物
の件数

37件
（平成27年度）

49件 47件 〇 住宅まちづくり課

農を活かした
まちづくり

環境に配慮さ
れた快適な都
市空間が確保
されたまち

環境にやさし
いまちづくり

美しいまち並
みの確保

豊かな自然が
保全され、人
と自然とが共
生するまち

農業者の高齢化により、エコ農産物認証申請者が減少しており、目標達
成には至らなかった。

農業者の高齢化により、指導できる農家の方が減少してきたことでこれ
までも体験者数は減少傾向となっており、目標達成には至らなかった。
なお、令和2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、事業が
中止となった。

農業者の高齢化により、指導できる農家の方が減少してきたことから、
目標達成には至らなかった。なお、令和2年度は、新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため、事業が中止となった。

協定の更新時に、団体の方の高齢化により、更新してもらえないケース
など、地区数が減少することもあり、目標達成には至らなかった。

制度を利用され、助言を受けた件数は、平成27年度から22件増加した
が、市から制度の活用をお願いすることが必要な周辺環境への影響が特
に大きいと考えられる計画がそれほど多くなかったことから、件数が伸
びず、目標達成には至らなかった。

これまで目標達成に向けて、順調に参加者数は増加していたが、令和2年
度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベントの中止や内
容の変更を行ったことにより、目標を達成することができなかった。
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平成23年度 令和2年度 結果

評　　価
担当課

実　　績 目 標
（令和2年度）

めざすべき
方向性 目標未達成の理由等

基本目標 基本施策 環境指標

市民1人当たりの1日の
ごみの量

861g 786g 836g 〇 環境政策室
（総務・廃棄物施策担当）

ごみの資源化率 22.7% 19.3% 22.7% × 環境政策室
（総務・廃棄物施策担当）

廃棄物減量等推進員の
人数

511人 601人 610人 △ 減量業務室

環境基準の達成状況
（水質）

0% 100% 100% 〇 環境指導課

公共下水道人口普及率
（行政人口に対する整
備人口の割合）

93.3% 97.4% 97.1% 〇 経営戦略室

環境基準の達成状況
（大気）

73.1% 88.9% 100% × 環境指導課

環境基準の達成状況
（騒音）

94.9% 97.8% 100% △ 環境指導課

産業廃棄物の府適正処
理に関する通報に対す
る処理完了率

89.3%
（平成27年度）

100% 100% 〇 環境指導課

生活排水の適正処理率 96.6%
（平成27年度）

98.4% 97.2% 〇 環境指導課

　 「○」：目標を達成した項目 〇 14

　 「△」：目標は達成できなかったが、目標数値の90%以上を達成した項目 △ 8

　 「×」：目標を達成できず、前年度より目標達成に近づかなかった項目 × 11

※全33指標

安心して暮ら
すことができ
る良好な環境
が確保され、
資源が循環し
ているまち

循環型社会の
構築

良好な水資源
の保全と活用

安心して暮ら
すことができ
る良好な環境
が確保され、
資源が循環し
ているまち

良好な生活環
境の確保

新聞・雑誌等の発行部数の減少など、目標設定時と比較して社会状況が
変化したことにより、ごみの中で資源化できるものが減少したことか
ら、目標達成には至らなかった。

目標を達成できなかったが、推進員は各校区コミュニティ協議会から推
薦いただいており、地域の実情に応じて人数の変動はあるものの、平成
23年度実績と比較して推進員は増加（約17.6％増）傾向となっている。

光化学オキシダントを除くすべての項目で環境基準を達成できた。な
お、光化学オキシダントは全国的に基準が達成できていない状況にあ
る。

道路に面する地域、特に国道１号を中心に環境基準を超過している地域
があるが、年々、改善傾向となっている。なお、一般地域の騒音レベル
は全ての地点で環境基準を達成している。
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